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目的

進数について差をとることで回文を作ることを考える。
ある自然数 に対し、 の位から逆に並べ替えた数を と

おく。 を改めて として繰り返し回文になると終了
とする。しかし、回文になるとは限らないことがわかった。



例を つ挙げる ここでは 進法で考える）
の場合

このとき、 となり、

さらに、

となり、回文となった。



の場合

さらに、

となる。ここで、 と同じになったので循環
する。



考察

進数の場合
桁、 桁の整数
このときかならず回文になる。
証明は として、差回文の操
作をしていくとできます。



桁の整数
差回文の操作を行うと循環が生じた。しかし、どれも循
環するパターンは全く同じで 桁の整数のとき差回文の
操作の後、回文にはならないときは必ず を
繰り返す。



＜証明＞
同じように とおいて、 、

のとき、 のときと見ていけば解けます。
結果、 のとき循環が生じています。ただ
し、以下の つの場合は回文となる。

または のとき

かつ のとき、または かつ
のとき



桁の整数
桁の循環をする の 回

の繰り返しと 桁の循環をする数が出てきた。
について、調べて

みたが規則はなさそうに見えた。



桁の循環



に収束



に収束

に収束



循環



進数について 進数（ ）につい
て考えてみると共通して、 つの循環が生じる特徴が分かっ
た。

進数は差回文の循環は生じなかった。



進数の循環

進数 どのような循環か
進数

進数



進数の循環

進数 どのような循環か
進数

進数

進数



進数の循環

進数 どのような循環か
進数



進数の循環してる数の各桁の数の和は、 の倍数と
なっている。
これは 進数に変換したときも の倍数であること
を示す。

例） 進数の循環する数 について見ると、
和は で の倍数となっている。
これを 進数に変換すると で の倍数である。



進数は除く。
ある数 の各桁の数を左の方から
とおく。すべての について

のとき、 の差回文の操作を繰り返すと循環する。

例） 進数で について見ると

となり循環した。

ここで、循環の周期の数は表のようになっている。



繰り返す周期の数

進数
繰り返す値の数


